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環
境
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎
65
・
４
１
３
５
）

問
い
合
わ
せ

家
庭
で
で
き
る

省
エ
ネ
の
取
り
組
み

未
来
の
た
め
に
、
今
で
き
る
こ
と

　

帯
広
市
は
、
２
０
２
２
年
６
月
に
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
表
明
し
ま
し
た
。
将

来
の
世
代
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
持
続

可
能
な
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
地
球
温
暖
化
の
影
響

　

近
年
、
日
本
各
地
で
極
端
な
気
象
現

象
が
多
く
観
測
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
農

業
や
水
産
業
に
お
い
て
も
、
収
穫
・
漁

獲
量
に
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。　
　

　

帯
広
市
で
は
、
こ
の
１
０
０
年
で
年

平
均
気
温
が
約
２
度
上
昇
し
て
い
ま
す
。 　

さ
ら
な
る
地
球
温
暖
化
対
策
を
取
ら

な
け
れ
ば
、
21
世
紀
末
に
は
、
十
勝
地

方
の
年
平
均
気
温
は
約
５
度
上
昇
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。　

出
典
札
幌
管
区
気
象
台
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
十
勝
地
方
の
気
候
変
動
」

　
　
家
庭
で
の
取
り
組
み
が
重
要

　

帯
広
市
に
お
け
る
２
０
２
０
年
度
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
（
速
報
値
）

は
約
１
３
０
万
ト
ン
で
あ
り
、
３
割
以

上
が
家
庭
部
門
か
ら
排
出
さ
れ
た
も
の

で
し
た
。
地
球
温
暖
化
の
影
響
を
少
し

で
も
抑
え
る
た
め
に
は
、
家
庭
で
の
省

エ
ネ
の
取
り
組
み
が
非
常
に
重
要
で
す
。

トイレを使わないときは
フタを閉める

フタを閉めた場合と、
開けっ放しの場合の
比較（貯湯式）

年間17.0kgの減※1

電気ポットを
長時間使用しないときは

プラグを抜く

満タンの水2.2Lを入れ沸騰さ
せ、1.2Lを使用後、６時間保温
状態にした場合と、プラグを
抜いて保温しないで再沸騰さ
せた場合の比較

年間52.4kgの減※1

省エネ家電に
買い換える

10 ～ 14年前の冷蔵庫
を最新型に買い換えた
場合の比較

年間163.0kgの減※2

取り組もう取り組もう「「CC
ク ー ルク ー ル

OOLOOL  CC
チ ョ イ スチ ョ イ ス

HOICEHOICE」」
　「COOL　CHOICE」は、二酸化炭素（CO₂）などの温室効
果ガスの排出削減のために、製品の買い替えやサービスの利
用、ライフスタイルの選択など、日々の生活の中であらゆる
「賢い選択」をしていこうという取り組みです。
　環境に配慮する「COOL　CHOICE」に取り組みましょう。

清
掃
事
業
課
（
西
24
北
４
、
☎
37
・
２
３
１
１
）

問
い
合
わ
せ

３
Ｒ
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

暮
ら
し
を
始
め
ま
せ
ん
か

10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間

　

近
年
よ
く
耳
に
す
る
「
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
」
と
い
う
言
葉
は
、
「
持
続
可
能

な
」
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
３
Ｒ
を
心
掛
け
た
行
動

は
、
循
環
型
社
会
・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

社
会
を
構
築
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
３
Ｒ
」

　

３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、

リ
サ
イ
ク
ル
）
は
、
ご
み
を
減
ら
し
、

資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
守
る
と
い
っ

た
、
基
本
的
な
行
動
を
示
す
た
め
の
キ

ー
ワ
ー
ド
で
す
。

　
リ
デ
ュ
ー
ス

　
（
ご
み
を
出
さ
な
い
）

▽
家
庭
か
ら
の「
食
品
ロ
ス
」を
減
ら
す

　

買
い
す
ぎ
を
防
ぐ
た
め
、
日
ご
ろ
か

ら
冷
蔵
庫
の
中
身
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
習

慣
を
つ
け
、
不
必
要
な
も
の
は
買
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
料
理

は
作
り
過
ぎ
ず
、
食
べ
切
り
ま
し
ょ
う
。

▽
外
出
に
は
マ
イ
バ
ッ
ク
と
マ
イ
ボ
ト

ル
を
持
参

　

買
い
物
の
た
び
に
袋
を
買
い
、
外
出

の
た
び
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
を
買
う

生
活
か
ら
、
マ
イ
バ
ッ
ク
と
マ
イ
ボ
ト

ル
を
持
っ
て
出
掛
け
る
生
活
に
変
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
リ
ユ
ー
ス

　
（
く
り
返
し
使
う
）

▽
不
用
品
を
譲
る
、
も
ら
う

　

ま
だ
着
ら
れ
る
服
や
小
物
、
読
み
終

え
た
本
な
ど
は
、
ご
み
と
し
て
出
す
前

に
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
を
利
用
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

▽
詰
め
替
え
で
き
る
商
品
を
使
う

　

詰
め
替
え
用
の
商
品
を
使
い
、
本
体

の
ボ
ト
ル
を
再
利
用
す
る
こ
と
で
、
ご

み
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル

　
（
再
利
用
）

▽
生
ご
み
は
土
に
返
し
て
堆
肥
に

　

生
ご
み
堆
肥
化
容
器
や
電
動
生
ご
み

処
理
機
を
使
っ
て
、
生
ご
み
を
堆
肥
に

し
て
、
そ
の
堆
肥
を
使
っ
た
野
菜
や
花

を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。
燃
や
す
ご
み

の
量
を
減
ら
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

日常の生活の中で、
できることから取り
組むでござる。

リサイクル忍者
わけすけ

帯
広
消
防
署
予
防
課
（
西
６
南
６
、
消
防
庁
舎
１
階
、
☎
26
・

９
１
３
１
）

問
い
合
わ
せ

火
を
消
し
て
不
安
を

消
し
て
つ
な
ぐ
未
来

10
月
15
日
～
31
日
は
秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間

　

秋
は
暖
房
機
器
の
使
用
な
ど
に
よ
り

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
で
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
防
火
意
識
の
向
上
の
た

め
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

チ
ラ
シ
に
よ
る
火
災
予
防
広
報

　

帯
広
南
商
業
高
等
学
校
の
学
生
が
デ

ザ
イ
ン
し
た
火
災
予
防
の
チ
ラ
シ
な
ど

を
活
用
し
て
、
広
報
し
ま
す
。

　

要
配
慮
者
世
帯
へ
の
防
火
訪
問

　

消
防
職
員
や
女
性
消
防
団
員
が
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
を
訪
問
し
、
火

災
予
防
チ
ラ
シ
な
ど
で
火
の
用
心
を
呼

び
掛
け
ま
す
。

　

防
火
映
像
の
放
映

　

市
内
家
電
量
販
店
５
店
舗
に
て
、
防

火
に
関
す
る
映
像
を
店
舗
内
の
テ
レ
ビ

で
放
映
し
ま
す
。

　消防士体験やはしご車と写真

撮影など、さまざまな内容で開

催！

日時　10月15日㈰、10時30分～
　　　12時30分

場所　消防庁舎

消防ふれあいフェア

火災予防について考えよう！

総務省消防庁▲
ホームページ

火災予防について考えよう！解答　
⑴寝たばこ　⑵ストーブ　⑶こんろ　⑷コンセント　⑸安全装置　⑹火災警報器　⑺防炎品　⑻消火器　⑼避難経路・避難方法　⑽防火対策

▼ 家庭でできる省エネ（CO₂削減）の取り組み例

※1　出典：資源エネルギー庁ホームページ
　　（https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/index.html#general-section）
※2　出典：環境省ホームページ
　　　（https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/zc-action30/）

　□に当てはまる言葉を下枠内から選んでね。

住宅防火　いのちを守る　10のポイント
◆４つの習慣
⑴　□□□□は絶対にしない、させない。
⑵　□□□□の周りに燃えやすいものを置かない。
⑶　□□□を使うときは、火のそばを離れない。
⑷　□□□□□はほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。
◆６つの対策
⑸　ストーブやこんろなどは、□□□□の付いた機器を使用

する。
⑹　住宅用□□□□□を定期的に点検し、10年を目安に交

換する。
⑺　寝具、衣類およびカーテンは、□□□を使用する。
⑻　□□□などを設置し、使い方を確認する。
⑼　□□□□と□□□□を常に確保し、備えておく。
⑽　防火防災訓練への参加など、地域ぐるみの□□□□を行

う。

火災警報器・消火器・ストーブ・安全装置・こんろ・防炎品・
防火対策・コンセント・寝たばこ・避難経路・避難方法


